
福井県内アリーナ計画マーケティング・リサーチ報告の概要

（１）周辺のアリーナ立地を整理したポジショニングマップ

（２）周辺のアリーナ収容人数、及び北陸圏でのエンタメ興行の実施状況の分析

（３）アリーナの需要分析

• 現時点の分析結果を踏まえると、本施設の最適な収容規模は5,000~7,500
人程度と考えられる。

• 富山市総合体育館、本多の森ホール、オーバード・ホール、フェニックスプラザとの
競合については、本施設は民間施設であることを生かし、予約利用枠や利用時
期の自由度を高めることや、施設利用料金の柔軟性、施設機能面（ホスピタリ
ティ、興行主の利用しやすい工夫等）の充実を図ることで、優位にたつことができ
ると考えられる。

北陸圏の類似施設の立地状況
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民間施設 公共施設凡例（施設所有者）：

A
サンドーム福井
（イベントホール）

D

こまつドーム石川県産業展示館
（4号館） E

いしかわ総合スポーツセ
ンター（メインアリーナ）

F

1,000人

1,000人

フェニックス・プラザ
（大ホール）C

富山市芸術文化ホール
（オーバード・ホール）

H

本多の森ホール

I

5,000人

福井県営体育館
（メインアリーナ）

富山市総合体育館
（第1アリーナ）

Bリーグ・Fリーグ・Vリーグ

GB
バスケットボール世界選手権

（男子予選ラウンド、順位決定戦ラウンド）

バスケットボール世界選手権（女子）

バスケットボールオリンピック世界最終予選（男子）

フットサルW杯決勝・準決勝・開幕戦以外

5,000~7,500人程度

全国・国際規模のプロ
スポーツ興行の誘致で
競合する

動員数5,000~10,000人
のアーティスト誘致で競合する

競合施設はいない

10,000人に近づくと、コ
ンサート公演数が減少し、
さらに、サンドーム福井と
競合が発生する



（４）事業収益の確保・向上のための検討 （５）アフターコロナ時代における新しいアリーナ像のアイデア

（６）アリーナ事業に関与しているプレイヤーヒアリング結果

ホスピタリティ機能を有すれば、一般企業やスポンサーとのCOI事業による収支が見込め、プロモータ機能
を有すれば、コンサート公演に関する自主興行事業による収支が見込まれる。

他施設における民間主体による整備・運営事例

２



（７）まちづくり施設としてのアリーナの有すべき機能の検討

• 「まちづくり施設」としてアリーナに求められる機能をヒアリング・アンケート結果より整理した。
• ニーズの高い「飲食」「商業」機能を主な導入機能とする方向性が考えられる。

• 市民アンケート等からは上がってこないが、昨今の傾向として「ビジネス・インキュベーション」や「ワー
ケーション」のための機能を導入することも可能性として考えられる。

• 海外施設では「商工会議所」的機能を内包し、イベントの無い平日でもビジネスマンで賑わう施設とし
ている事例が多くみられる。

＜結論＞
• 福井駅周辺において収容規模5,000人～7,500人のアリーナであれば、地元ニーズも大きく、またプレイヤーからも前向きな意見が聞かれ、民間主体でのアリーナ

の事業化可能性はあると思われる。

• 事業化を成功させるためには、アリーナの機能や事業スキームの詳細を具体化するのに合わせ、民間と行政との協働（行政による支援）の検討も必要となる。

• 飲食施設やショッピング施設を希望する人が1～３番目を合わせると80％程度にのぼる。 • 「コンサート鑑賞をしたい」と答えた人が約4割と最も多く、次いで「プロスポーツ観戦をしたい」が多い。

Q.アリーナが出来た場合に導入してほしい施設 Q.アリーナが出来た場合に活動したい内容
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